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Cymodocea serrll/ata (R. Brown) Ascherson and Magnlls is one of the representative species forming tropical seagrass beds. While male 

flowers， ti巴maleflowers， and seeds of this species were fOllnd overs巴as，only few snldies were report巴din Japan. During the research w巴
condllcted over 2 years from 2004 in Awase， Okinawa Island， Japan， we obs巴rved116 male flowers in 67 shoots and elllcidated their 
flowering process and period， wbile 70 female flowers in 70 shoots were observed in the research condllcted in 2005. As a reslllt， we 

det巴rl1linedtheir approximate forl1lation p巴riod恥10reover，the bearing frllits rate was sllgg巴stedto be vely low in view of the fact that we 
cOllld not find any femal巴plantbearing frllit dllring Ollr observalio日
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リュウキュウアマモ Cymodoceaserrulata (R. Brown) 

Ascherson et Magnusは，インド洋および西太平洋に広く分

布し，我が国では奄美諸島以南に分布する熱帯性海草である

(Miki 1934，田中ら 1962，den Hartog 1970，野沢 1974，

当真 1999，大森 2000，Green and 8hort 2003)。本種は雌

雄異株であるが (Waycottet al. 2004)，その開花生態や生

殖に関する知見は少ない。海外では denHaltog (1970)に

より雌花と果実の形態について報告され， Kay (1971) は

雌花の形態を詳しく図示している。一方，ムfi'花は Kirkman

(1975) によってオース トラリアで初めて確認され， Kuo 

and den Hartog (2001) は雄花，Waycott et al. (2004)は

雄花と種子の写真をそれぞれ掲載している。さらに本種の開

花時期について Brouns(1987) がパプアニューギニアにお

いて， Waycott et al. (2004)が北東オース トラリアにおい

て述べている。また， McMillan (1980a， 1980b)は本極を

室内培養し，花の形成要因について述べている。

国内における本種の花の報告も少なく，沖縄の海草につい

て述べられている Miki (1932， 1934)，田中ら (1962)，野

沢 (1974)，当真 (1999) でも確認されていない。 しかし

2002年にようやく金本 (2003) によって初惟'認された。こ

れは当初種子として報告されたが，のちに雌花であることが

判明したものである(金本私信)。また，本調査で得られた

雄花 ・雌花の写真を提供した大場 ・宮田 (2007)があり，国

内ではこの 2例のみである.

筆者らは，沖縄島泡瀬においてリュウキュウアマモの雄

花と雌花の開花過程を水中にて継続的に観察 し，日本国内で

初めて花の形態やその詳細な過程，開花時期をly'Jらかにする

ことができたので報告する。

材料と方法

i':j:'縄島泡瀬の海草藻場 (Fig.1)で， 2004年 11月 15日

から 2005年 2月 16日と 2005年 10月7日から 2006年 3

月20日にスキューパとスノ ーケリングによる潜水でリュウ
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Fig. 1. Map showing the research area at Awase， Okinawa 
Island， Japan. 
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Fig. 2. Male刊owerof Cyll1oc/ocea serru/afa of Awase area in Okinawa Island (a) and its ftowering proc巴ss(b). a-I : Anthel 
and日lalllent(Novelllber 19， 2004). a-2: Release of pollen frolll dehisced anth印刷ovelllber11， 2004). b-l: Male ftow巴r
is formed inside leaf sheath and as a 1巴sllltthe leaf sheath swells oul showing the existence of male ftow印刷ovelllber19， 
2004). b-2: Male ftowcr grows and the llpper part of the leaf sheath is open (Novelllb巴r30， 2004). b-3: Male ftower grows 
and comes Ollt of the leaf sheath (下~ovelllbe r 15， 2004). b-4: Anther dehisces and releases pollen (Novelllb巴r16，2004). b-5: 
Male ftower tllrned brown aft巴rthe刊oweringremains (Novelllb巴r17，2004). b-6: Only日lamentsare left ovel例ovembel
26，2004). (The photographs of b-3-b-6 were taken from the same shoot.) 
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Fig. 3. Occurrence of male ftowers of Cymodocea serrulata at Awase， Okinawa. The numbers of male 
ftowers found in a 4 x 4 m quadrate were counted between March 2005 and March 2006. 

キュウアマモの花の観察を行った。雄花の調査は 2004年11
月15日から 2005年2月16日まで，雄花を付けた計26シュー

トにプラスチック製の標識を付け，開花過程を計34回の潜

水で追跡調査を繰り返した。その後同所で2005年3月より

不定期に観察を行い，雄花の形成開始を確認した時点で4x

4mの調査区を設け 2005年 10月7日より調査を開始した。

その後は調査区内で雄花を確認したシュートに随時標識を付

け，最終的に計41シュートを 2006年3月2日まで計40回

にわたり追跡調査した。雌花についての調査は，雄花の調査

区から約200m離れた海域で雌花を付けた 20シュートに標

識を付け， 2005年 10月18日から 2006年 1月27日まで

に26回にわたって雌花の発達過程を観察した。また 2005

年11月11日には結実の有無を確認するために雌花を付けた
50シュートに標識を付け2006年3月20日までの聞で計 12

回の観察調査を行った。

なおこの調査においては，「雄花の蔚が裂開し糸状の花粉

を放出する」段階を「開花」とした。

結果

雄花の観察

2004年 11月から 2005年2月まで実施した調査では 26

シュートから 44個， 2005年 10月から 2006年3月まで

実施した調査では 41シュートから 72個の雄花をそれぞれ

確認し，全調査期間で確認された雄花は合計 116個であっ

た。 2004年の調査で確認したリュウキュウアマモの雄花の

形態を Fig.2に示す。このうち， a-lは開花前， a・2は開花

中の写真である。本種の雄花は，花糸と蔚からなり，蔚は4

つの蔚室で構成されている。その花糸 (filament)は幅が約 l

mm，蔚(佃ther)の長さは約 10mmで，個々の蔚室の幅は

開花前には約 1mmの大きさであった (Fig.2， a-1)。また，

この蔚室の中には繊維状の花粉の束が螺旋状に収縮して収

まっていた。花粉の放出が認められた蔚では，黄緑色の地に

黒または赤褐色系の斑紋が観察された (Fig.2， a-2)。開花に

ついては，雄花は葉鞘の中に分化し，その後葉鞘から伸び出

てきた蔚から糸状の花粉が綿のようになって放出することが

確認された。それによれば，まず葉鞘内に雄花が形成され，

およそ 5mm程度に成長すると膨らんだ葉鞘から触感で確認

できた (Fig.2， b・1)。その後は，雄花が成長して膨らんだ

ため，葉鞘の上部が聞き雄花が目視できる状態になり (Fig.

2， b・2)，さらに雄花が成長して 10mm程度になると葉鞘か

ら伸び出た状態になった (Fig.2， b-3)。そこから雄花が開花

し，蔚が裂開し花粉を放出した (Fig.2， b・4)。開花後の雄花

は，裂聞した蔚が聞いたまま褐色になり (Fig.2， b・5)，その

後は蔚が消失し花糸のみが残った (Fig.2， b・6)02005年 10

月から実施した調査で，毎月新たに調査区内で葉鞘内に形成

された雄花の個数をまとめると， 10月から 2月にかけて雄

花が形成されることが分かり，なかでも 10月が最も多かっ

た (Fig.3)。また，同ーの葉鞘から複数の雄花が形成された。

葉鞘内で lつの雄花が開花してから新たな雄花が形成される

だけでなく，複数の雄花が成熟の差をもちながら形成される

様子も確認され， 1つの葉鞘内に成熟段階の異なる雄花が3

個同時に観察されることもあった。一方，本種の開花時期は，

開花もしくは開花後の雄花が確認された時期から 10月から

1月であった。さらに雄花の形成開始から開花までの時聞は，

葉鞘内で確認した雄花が開花もしくは開花後に至るまでの日

数が平均で 19.6日であり，葉鞘から雄花が伸び出た後，開
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Fig. 4. Felllale ftower of Cymodocea serru/ata of Awase area in Okinawa lsland， Japan (a) and its ftowering process (b). 
b-l: A bifurcated stigllla can be seen alllong leaf sheath (October 20， 2005). b-2: The stigllla becomes short巴rand the leaf 
sheath itself begins to breakdown (October 21， 2005). b-3: The stigllla turns brown (Novelllb巴r25， 2005). b-4: Brown-
colored felllale ftower exposes itself， once the leaf sheath has been lost (Dec巴Illber28， 2005). b-5: Only base of the pedicel 
relllains (December 12， 2005). (AlI th巴photographsw巴r巴takenfrom diffel巴ntshoots.) 

花または開花後までに至る 日数は平均6.6日であった。なお，

本調査期間中に筆者らが確認した開花は 6個で，その全てが

水面 Fで開花していた。そのうちの l個の雌花は 11月の夜

間 (3:00)の干潮時に開花を確認し，その後 12n寺間後の観
察でも花粉を放出していることを確認した。

雌花の観察

2005年 10月 17日に，先に述べた主miEの調査区から約

200 III離れた リュウキュウアマモの群落の中に多数のJIlif花を

発見した。この雌花では， 葉鞘内に 2つの子房があり，そこ

からそれぞれ花柱および柱頭がや1Iび，柱頭の先が二叉分岐し

ていた。 また，子房から柱頭の先端までの長さは 2~ 3 cm 

であった (Fig.4， a)。本部l査では，この l葉'J.m内に形成さ

れた l対の子房およびそ こから伸びる2本花柱 ・柱頭を l個

の雌花として観察し，その雌花の過程を示した (Fig.4， b)。

当初は葉鞘の聞から伸長し二叉分11皮した 2本の柱頭が確認
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され (Fig.4， b・1)，やがてこの柱頭は次第に短くなり葉鞘

も壊れ始め (Fig.4， b・2)，雌花全体も褐色に変色した (Fig.

4， b・3)。その後は柱頭が短くなった雌花が露出した (Fig.4，

b・4)。受粉をすれば子房が膨らみ果実を形成するはずだが，

それは見られずに雌花は脱落し最終的に花柄基部のみが残っ

た(Fig.4， b・5)。この雌花を形成したシュートは 5m四方の

海域に局所的にではあるが200""'300シュートの群落とし

て密生していた。 10月18日に観察を開始した 20シュート

にそれぞれ形成された 20個の雌花は，先述の過程を経て翌

年の l月10日まで見られたが，やがて花柄基部だけを残し

て1月16日に消失した。同じ群落内の 11月11日に観察を

開始した 50シュートも形成された 50個の雌花について同様

の追跡調査を行なったが， 3月20日になっても結実をしな

いまま花柄基部を残し消滅した。今回調査を行った合計70

個の雌花の全てで結実は確認できなかった。なお，雌花の調

査区内およびその周辺では雄花は見られなかったが，この雌

花の調査区から 10m程離れた海域ではわずかに少数の雄花

が観察された。

考察

リュウキュウアマモの雄花は， 1973年にオーストラリ

アのクイーンズランドにて初めて発見された (Kirkman

1975)。一方，我が国においては2002年に沖縄島与那城町

地先(現うるま市)において観察されたのが雄花の初めての

報告である(金本 2003)。当初，この報告では成熟前の種子

とされていたが後に雄花であることがわかり，その後本調査

海域の近くでも雄花が見つかったという(金本私信)。

本種は雌雄呉株で，雄花は葉鞘の中にあり，成熟すると

葉鞘から雄花が伸び出て，暗赤色もしくは紫色の蔚から花

粉が放出されるという (Waycottet al. 2004)。また，本属

は糸状の花粉を有し，水中で、開花することが知られている

(Ackerman. 2006)。本調査で確認した雄花はその色調では

異なる点もあるものの，生殖器官の形態的な特徴はこれらの

記述と概ね一致していた。

本種の開花時期について，大場・宮田 (2007)は花期を

9"-'10月としている。しかし， 2005年の観察により雄花

は10"-'2月に形成され，そのうちの確認した全72個のう

ち75%にあたる 55個が 10 ""' 11月に形成された。また開

花時期は 10"-'1月であった。しかし，葉鞘内に形成された

雄花が開花までに要する時聞は平均 19.6日であったが，こ

れを開花した月別にまとめると各月の平均は 10月開花 10.4

日， 11月開花 16.6日， 12月開花 15.6日に対して， 1月開

花46.0日と大きな差が確認された。以上のことから本種の

雄花は 10"-'11月に形成され，それが約 10"-'15日経て 10

"-' 12月に開花するものと推察された。また今回の調査では，

12月頃以降に形成される雄花は先に述べた雄花の開花過程

と異なり，非常に小型のものや褐色を呈すものなどがみられ

た。これらはその後に開花の形跡もなく消失するものが多く，

これはこの時期の花粉が受精に関与していないことを示唆す

るものであった。

今回の調査で開花を観察した 6個の雄花は，水面下で花粉

が放出され，昼夜共に確認された。また開花時間については，

l個の雄花は開花確認後から 12時間後の観察でも花粉の放

出が確認されたこと，それ以外では開花確認の翌日には花粉

放出後の雄花を観察できたことから，花粉の放出は長くても

1日程度であろうと推察された。さらにこれらの開花は全て

(財)日本気象協会 (2003)による中潮に行われた。しかし，

大潮後の中潮，小潮後の中潮の両方で確認されており，本調

査から潮位や月齢，明暗などとの明確な関連性は確認できな

かった。また，雄花が互いに同調して一斉に開花するような

現象も確認されなかった。しかし，ウミショウブEnhalus

acoroides (L. f.) Royle (Hydrocharitaceae)のように大潮

干潮時に一斉に開花が見られる種もある(横地 1985)こと

から，今後より詳細な観察を続けたい。

リュウキュウアマモの雌花の報告は，我が国ではこれま

でに本調査の写真を提供した大場・宮田 (2007)のみであ

る。しかし，海外ではニューカレドニアやケニアで確認され

ており，その報告によれば雌花の子房はその長さがわずか1.5

rnmで，花柱は 2""'4 mm，柱頭は 23"-'27 mmであると

いう (denHartog 1970)。また雌花の形態も詳しく研究され

ており， 2つの小さな子房からそれぞれ細長く花柱および柱

頭が伸び，先が二叉する特徴を有している (Kay1971)。今

回確認された雌花は，これらの報告に概ね一致した。また，

筆者らは本調査の翌年(2006年)の 10"-'11月に同海域で多

数の雌花を観察している(未発表資料)。このことから，本

種の雌花は雄花と同様に 10""'11月に形成されている可能性

があるが，この点については更に今後観察を続けたい。

さらに，本種は長径 10mm程度の楕円形で褐色の硬い種

子を作り，その表面に 3本の隆起線があるという (Waycott

et al. 2004)。しかし，筆者らの調査では果実や種を確認で

きなかった。本種の繁殖は，地下茎の伸長による栄養生殖に

よるものではないかともいわれている(当真 1999)。今回種

子が観察されなかったことから，沖縄島泡瀬の本種では，種

子よりも地下茎で繁殖している可能性が高いことが考えられ

た。今後も観察を継続し，本種の繁殖戦略の解明につなげた

しミ。
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